学校長挨拶　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　松田真一
　高知県立高知ろう学校のホームページに訪問していただきまして、ありがとうございます。
　本年度のごあいさつの更新が遅れてしまい申し訳ありませんでした。
さて、現在、新型コロナウイルスの感染状況は減少してきていますが、下げ止まりの様相を示しています。本年度の１学期は感染状況を症のため、これからの学習活動や行事、PTA活動等の工夫を余儀なくされる可能性がありますが、感染症対策をしっかりと行いながら、子どもたちのために出来ることを常に追求しながら教育活動の充実を図っていきたいと考えています。
本校は、県内唯一の聴覚障害教育を主に行う学校として、幼稚園、小学校、中学校、高等学校に準ずる教育と、一人一人の発達段階や障害の状態に応じたきめ細やかな専門性の高い教育の実践を第一として、子どもたちの夢を実現する学校づくりに努めています。
今年度は小学部に２名、高等部に４名の入学者があり、幼稚部２名、小学部７名、中学部３名、高等部本科５名で昨年度と同様の合計１７名の幼児児童生徒でのスタートとなっています。子どもたちの学習については、より分かりやすい授業への改善を図るため、昨年度から児童生徒にはタブレット端末が整備され、実際の授業の場面での活用も進んできています。子どもたちは、興味があり、自ら意欲的に活用して力をつけています。教員も負けないようにしっかりと研修を進めています。このように、ICT活用の波は確実に進んできておりますので、これからも時代の流れにしっかりと乗れるように取り組んでいきたいと思っています。
そして、「学ぶ意欲にあふれ、心豊かにたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたちの育成」を使命として、「主体的・対話的で深い学び」に対する授業改善を行いながら、基礎的・基本的な「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「学びに向かう人間性等の涵養」の育成を目指して、教職員一丸となって取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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